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植物プランクトンの1種『珪藻』って、どんな生き物？？？？

光・水温・栄養塩・塩分によって
種類や個体数が変わる

水中に浮く「浮遊珪藻」と、海底や海草にくっつく「付着珪藻」の2種類がいる

魚類や貝などの餌になる

浮遊珪藻 付着珪藻
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流れを弱めたり1)珪藻が付着する足場が提供されたりする2)ことで生き物が集まる3）

珪藻がくっつく足場になる

水中に生える植物『アマモ』がもつ機能

アマモの葉 付着珪藻がいる！！！

水の流れを弱める

強 弱



厚岸湖のアマモがたくさん生えている場所や栄養塩が豊富な場所など

様々な場所で表層にいる珪藻の種類や個体数を調査した

厚岸湖にはアマモがたくさん生えている5)から？

二枚貝は主に浮遊珪藻を食べているけど…

厚岸湖で養殖されている牡蠣やアサリは浮遊珪藻ではなく付着珪藻を主に食べている4）

確かめよう！
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別寒辺牛川からの栄養塩流入

アマモあり

塩分が高い



CTD(Conductivity Temperature Depth profile)で測定

調べたこと その1 水温・塩分・栄養塩の測定

水温・塩分 栄養塩

快適さ
のようなイメージ

ごはん
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栄養塩測定用の採水



調べたこと その２ 各地点・季節における珪藻の種類と個体数の計測

これはSkeletonema sp.だ！

6体いるぞ！

これはChaetoceros sp.だ！
12体いるぞ！



結果
8月は全地点で水温が20℃を超え、 が多く観察された

Skeletonema sp.

浮遊珪藻である

Fig. 1 8月における各地点の付着珪藻・浮遊珪藻の個体数と割合

全地点の総個体数の内15％以上がSkeletonema sp.で、特にSt.1においては
約29万個体の内、90％以上を占めた

栄養塩はSt.1で豊富であり、塩分はSt.3,St.5で高かった



11月は全地点で水温が10℃以下になり、塩分・栄養塩の地点ごとの差は小さかった

が多く観察された

8月より珪藻の総個体数は減ったが、付着珪藻は増えていた

Navicula sp. Nitzschia sp.

Fig. 2 11月における各地点の付着珪藻・浮遊珪藻の個体数と割合

特にSt.1,St.2で



考察

底質に加え、付着珪藻の足場が増えたから

やはり、アマモがある場所で付着珪藻は多かった！

水柱の種構成まで影響を与えるほど
アマモの存在は付着珪藻にとって重要である

アマモがない地点 アマモがある地点



暖かいと増える 寒いと減る

浮遊珪藻の個体数は季節間で大きく変化した

今回の調査結果からはアマモの存在が
浮遊珪藻の個体数には影響があるといえなかった

これは浮遊珪藻のうち多くの割合を占めていたSkeletonema sp.が
水温に対応して個体数を増減させるため6)
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